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登録リスト（該当：62件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	2	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	上田てくてくマップに沿って街歩き開始！

上田の象徴的な神社である生島足島神社
池や鳥居がとても綺麗です
鳥居をくぐると、QRコードを読み取って解説を聞くことができます
音声に従いながら見て回るのがおすすめです
背景を知ることでより深く建物を見ることができるはずです	2024-01-31
	3	[image: 上田街歩き]	上田街歩き	上田街歩き

上田市を歩きました。

上田高校前には堀があり、川に亀がいました。

柳町は趣があり、素敵な場所でした。柳町のルヴァンというパン屋さんでパンを買い食べました。

また、海野町で有名なじまんやきを食べました。


4月	2024-01-22
	4	[image: 地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表]	地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表	地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表
J20052 竹中丈二 
・活動の趣旨 
地域に保管され、活用機会が与えられない地域史料をネット公開し、地域づくりや地域 探究活動の発展に寄与すること。

・活動の詳細記録
デジタルマップ記事「2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)」にて掲載
URL: https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=126298

・地域における活動報告 
・上田(藤本蚕業歴史館)
外部ではキモノマルシェ、史料を見合おう会、情報通信文化論講義の参加を通じて史料の紹介を行った。内部では、段ボール整理棚作成、Matterportを使用した歴史館の全体図の3D撮影を行った。
・小諸
いとのまち・こもろチャンネルで過去の動画をほぼ全て投稿し、また新たに10/29に行われた講演会の動画撮影、投	2023-12-04
	5	[image: 2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)]	2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)	10/9
先週は日曜日に上田市で開催されたキモノマルシェに参加し、藤本蚕業の史料の魅力についてスライドショーで常時公開しました。中にはスライドショーに興味を持って見たいという人もおり、非常に驚くと共に史料の貴重さについて改めて認識しました。金曜日は藤本蚕業の段ボール史料の整理棚の組み立てを一日中行い、史料展示の再整理について考えました。今後は藤本蚕業史料の解説サイト、及び小諸の史料サイトの開設に向けて動く予定です。

10/23
先週は藤本蚕業歴史館で史料紹介の配信についてテストしました。その中で、史料を紹介するには1人で解説をしながらでは面白さが伝わらず、関心の高い方を介した対話形式で史料について語り合う事で面白さを引き出せることが分かりました。今週は水曜日にKAN-PRO中村さんと話し合いがあり	2023-12-04
	6	[image: にゃんこ②]	にゃんこ②	にゃんこ①と同じく散策中に通りかかった猫	2023-05-12
	7	[image: にゃんこ①]	にゃんこ①	上田駅周辺を歩いているときに見つけた猫	2023-05-12
	8	[image: まとめ(上田との比較)]	まとめ(上田との比較)	今回、千曲市の橋を調査をしてみて、案外その数が少ないことに驚きました。
もちろん、調査にかけることができた時間も足りないというのは事実ですが、同じくらいの時間で行った上田市での調査では十五以上見つけたのに対し、千曲市では七つに留まりました。
ここで推論として考えられるのは、「大きい川があるから橋の数も多いとは限らない」ということです。千曲川のような巨大な河川に橋を架けるとなると、膨大な時間と費用がかかります。そういくつも架けることは市の財政的にも厳しいですし、最低限で抑えるのは当たり前です。よって、細かい河川が少ない千曲市には、そこまで多くの橋が見つからず、逆に多かった上田市では多く見られたということでしょう。
当たり前のように考えられる今回の推論ですが、実際にこの目で見て判	2023-05-07
	9	[image: 万葉橋]	万葉橋	温泉街を通り、再び千曲川沿いに出るとあるのがこの「万葉橋」。どちら側にも温泉がある、湯巡りに来た観光客にとっては欠かせない橋です。
橋から見渡せる雄大な千曲川沿いの景色を、特に美しく見ることができます。	2023-05-07
	10	[image: 番外編：湯の橋]	番外編：湯の橋	大正橋からさらに堤防を通って上流へ...と進むことはせず、少し回り道して戸倉の温泉街に。
以前の上田での調査の際、入り組んだ街並みには案外面白い発見があると学んだため、いざ温泉街へ。
そこで見つけたのが、この「湯の橋」。温泉に相応しい名前ですね。橋と言って良いのかと首を傾げるくらいにはこぢんまりとした橋でしたが、下を覗くと蔦まみれの建物に草の茂った用水路...とレトロさが味わえてなんとも気に入ってしまいました。
風景をより魅力的にする、というのも橋の利点なのかもしれません。	2023-05-07
	11	[image: 大正橋]	大正橋	千曲橋から人通りが減少してきたここまでですが、この大正橋まで来ると賑やかさが戻ってきました。
この大正橋、観光スポットとしても有名です。というのも、「恋しの湯伝説」という言い伝えがある、ロマン溢れるスポットだからです(石碑の写真参照)。橋に埋め込まれた赤い小石を探すのも楽しいかもしれません。
また、とてもデザイン性が良い橋で、橋の名前にもある「大正」のロマンをイメージし、ガス灯を模した橋灯が飾られています。	2023-05-07
	12	[image: 冠着橋]	冠着橋	さらに上流に向かい、遭遇するのがこの冠着橋。
この冠着橋、少し特殊な経緯を辿った橋だそうです。かつて架かっていた旧橋は1969～91年にわたり、四段階に分けて完成までこぎ着けた。そのため、橋の幅が広くなったり狭くなったりして一定ではない歪な形をしていたそう。
そんな紆余曲折を経て、2014年には新しい橋ができ、こうして重厚感のある安心な橋へと変貌したようです。
歴史を知ることで、その橋を見る気持ちも変わってくるように感じます。当たり前のように普段使っている橋も、多くの金と犠牲のもとに成り立っている。私たちも感謝しなくてはならないという感情がわきました。	2023-05-07
	13	[image: 平和橋]	平和橋	千曲市でも有数の長さを誇るのが、この平和橋。
その長さは約580mで、川幅の広いこの一帯を繋ぐ必要不可欠な橋です。
平和橋の「平和」というネーミングは、初めてここに本格的な橋が架けられた1951年が、サンフランシスコ平和条約と同年であったことから、それにちなんで付けられたようです。
水色のボディが青空に映えて、景観と馴染んでいるのも良いと思いました。	2023-05-07
	14	[image: 御言橋]	御言橋	千曲橋を離れ、堤防を通って上流を目指します。
すると見つけたのがこの「御言橋」。千曲川の分流に架かる橋のようで、下を覗くと砂利と礫を転がす小気味良い水流を眺めることができます。
ここには二つ似たような橋があったのですが、両方が同じ御言橋という名前を冠していました。双子の橋、という印象がみられます。	2023-05-07
	15	[image: 千曲川水管橋]	千曲川水管橋	千曲橋と並んで目を引くのが、この「千曲川水管橋」です。人を運ぶ橋とは違い、水を運ぶのがこの橋の役割です。
真っ白で細いそのフォルムはまるで脊椎のようで、どこか先進的。こちらも千曲橋と同じくインパクトある景観を創り出しています。	2023-05-07
	16	[image: 千曲橋]	千曲橋	まずは下流側の橋であるこの、「千曲橋」。
旧橋は老朽化によるひび割れなどの影響で撤去され、この新しい橋は1996年に完成・開通を果たしました。
「斜張橋」と呼ばれるケーブルに支えられたこの橋は、千曲市役所にも隣接しており、まさに千曲市のランドマークとしての役割も果たしています。
交通量も比較的多く、すぐ下には野球場もあって活気のある印象。橋の上にもデザイン性のある仕掛けが施されており、渡っているだけで楽しい橋です。	2023-05-07
	17	[image: はじめに]	はじめに	この記事は、千曲市内における千曲川沿いの橋を巡った記録としてまとめています。
以前、上田市街地周辺の橋探索を行ったのですが、思ったより数多くの橋を発見できました。故に、千曲川という日本最大の河川をもつ千曲市であれば、より多くの橋を見つけることができるのではないか、という考えのもと、今回の調査を行うに至りました。
上田との比較も交えることで、少しでも深みのある記事になることを期待しつつまとめていきます。

※本サイトが紹介しているのはほんの一部です。千曲川沿い全ての橋を掲載しているわけではありませんので、御了承ください。	2023-05-07
	18	[image: 秋和にも猫瓦]	秋和にも猫瓦	先日、秋和の街歩きをしてきました。
街歩きの目的は猫瓦探索でした。街歩きの結果、合計7つの猫瓦を発見することができました。この結果から秋和でも養蚕が盛んであったことが分かりました。
発見した猫瓦の文様、絵柄についてはまた紹介していきたいと思います。	2023-01-30
	19	[image: 猫瓦]	猫瓦	12月6日に上塩尻の街歩きをしてきました。
街歩きの目的は猫瓦探索でした。
北国街道沿いには猫瓦がよくありますが、上塩尻には他にも猫瓦があることがわかりました。
特に印象的だった猫瓦は鶴が掘られたものです。
猫瓦に掘られている絵には意味があります。
鶴は初めての発見だったのでどのような意味があるのか気になりました。
猫瓦に興味のある人は上塩尻を歩いてみてください。面白い瓦を見られるかもしてません！	2023-01-30
	20	[image: 海野町レトロ写真館　活動報告]	海野町レトロ写真館　活動報告	1．研究目的
上田市にある海野町商店街には、人情味溢れる店主が集まり、どちらの店主にお話を伺っても優しい対応である。また、祇園祭や七夕祭りなどのイベントをきっかけに、大勢の人々で賑わっている。しかし、大型店舗の出店増加や急速な高齢化と人口流出による客数の減少などにより、新しい取り組みを行う機会が少なくなり、魅力や集客力が低下しつつある。同じ街でも商店街に住む人とマンションの住人とのコミュニケーションが取れていない現状である。そして、商店街の人々が好きだった界隈の空間を忘れ、変わってしまった街の風景に慣れてしまっている。
そこで、海野町商店街の昔の風景の様子を今の景色と合わせてみることができる思い出の写真を地域に共有することで、人情味溢れる町の個性が表現され、地元の人々が魅力の	2023-01-23
	21	[image: 課題ゼミ　まとめ]	課題ゼミ　まとめ	地域の魅力を伝えるには魅力を自分たちで理解しなければならない

地域の魅力とは？
魅力は人の主観・価値観による
→例：自分　実家が牡蠣の養殖（元から水産業に関わりあり）
・高校で地元の水産業により関わり、地域の良さを知る
→自分が水産業に関わっていたから感じた「魅力」
他の人なら？＝個人差がある
「だからこそ広くわかりやすく伝える」
「興味を持つ人を見つけることが重要」

「広くわかりやすく伝えるには？
どのような価値（歴史的観点・地理的観点など）があるかを明確にする。
ただ上田にこのようなものがある（看板・掲示板など）と伝えるだけでは効果は薄く、印象に残りにくい。
イベントは？
例：上塩尻の街歩き→地域の人が自分の地域の歴史的価値をはっきりと認識できた。
価値の内容を明確にすること	2023-01-19
	22	[image: 課題ゼミ　第2回]	課題ゼミ　第2回	広く伝える」には？
①どのような価値（歴史的観点・地理的観点など）があるかを明確にする。
ただ上田にこのようなものがある。（看板・掲示板など）で伝えるだけでは効果は薄く、印象に残りにくい。
イベントは？
例：上塩尻の街歩き→地域の人が自分の地域の歴史的価値をはっきりと認識できた。
価値の内容を明確にすることで地域に「魅力」を感じた。
価値を理解した人たちがその良さを伝えていく。
看板や掲示板もイベントの告知に使用できる。
長期的に見るほど効果的

イベントの強みは価値を実際に体験できること
それにより価値を明確にしやすい
→どのようなイベントを作る？
　イベントの告知	2022-12-21
	23	[image: 上田のelaboration]	上田のelaboration	上田の魅力の伝え方

J22030　工藤　天之

Elaboration課題の提起
　上田の魅力は、はっきり言ってあまり伝わってこない、
それをどう色んな人に伝えるか。まず、上田の魅力とは、
なにか。
なぜそうなるのか
　上田の様々な情報が地元の人で完結している。地元民し
か知らないようなことが多い？
何を探求するのか
　上田の魅力について、上田には何があるか、人々は何を
魅力的に感じるか。
探求の目標
　上田と言えばこれだ！といえるような魅力的なものの発
見、そしてそれをどう様々な人に伝えるか。
どのように探求するのか
　上田についての検索、上田の街歩き、知人や家族へのイ
ンタビュー。
週間計画
　上田検索→上田街歩き→上田の魅力に触れてみる。


今週、このテーマについて考えたのは、「上田の魅力」という言葉	2022-12-18
	24	[image: 課題ゼミ　第1回]	課題ゼミ　第1回	・地域の魅力を伝えるには？

　地域の魅力を伝えるには地域についての理解を広げることが重要だ。地域の良さや価値を知ることで、人に良さを伝えられる。

疑問点：「地域の魅力とは？」

　そもそも魅力や価値は人によって違う。人には人生があってその人生観によって、物事の捉え方が決まる。地域の価値・魅力といってもやはり個人によって捉え方は違い、魅力に感じない人は多くいるだろう。
　しかし地域の魅力を感じてくれる人は必ずいる。
　僕が上田地域のイベントの「上塩尻街歩き」に参加した際、地域の人たちはもちろん上塩尻の建築物に興味をもってモリス教授という方が特別参加してくださった。
　だからこそ大事なのは「広く伝える」だと考えた。広く伝えることで、地域に興味を持ち価値を感じてくれる人がいるはずだ	2022-12-15
	25	[image: 観光地としての塩田地域]	観光地としての塩田地域	　無言館のそばにある山王山公園にあった看板。
　私は今回初めて塩田地域を歩いてみたが、かなり多くの標識や看板があり、道順を調べずとも観光施設などの目的地まで容易に向かうことができた。看板は方向と距離のみがわかるようなシンプルなものだが、英語の表記やイラストもあって外国人観光客にも配慮がなされていた。このような看板の設置は、塩田平が日本遺産に指定されたことで外国人観光客の増加が予想されるためと考えられる。
　塩田地域は観光資源や遺産、文化芸術施設が多く存在するが、それらは目立たない場所にあったりそれぞれの距離が遠かったりして、個人で車を利用せずに巡るには少し不便だった。だがこのような観光客向けの看板の設置は、塩田平を初めて訪れた私のような人の不安を解消させてくれる良い存在であり	2022-11-30
	26	[image: 檻の俳句館]	檻の俳句館	　前山寺まで向かう途中の道にあった俳句を展示するギャラリー「檻の俳句館」。
　訪れた日は閉まっていて、建物には蜘蛛の巣が張っていて開放している日があるようには見えなかった。気になったため、向かい側にある上田紬を取り扱う「藤本」というお店で話を伺ったところ、店員の方も俳句館が開いているところはしばらく見ていないらしい。
　古い古民家を利用したようなこじんまりとした建物だが、窓からのぞいてみると俳句数点とそれをイメージしたような美術作品が展示されていて、ぜひいつか中に入って見てみたい。
　隣には槐多庵というギャラリーもあったがこちらも開館している様子はなく、うまく活用できていないのが大変残念だった。せっかくこだわりの詰まった興味深い建物なので、無言館や残照館と合わせて塩田地域でよ	2022-11-30
	27	[image: 前山寺]	前山寺	　真言宗のお寺である前山寺。
　マツやサクラなどの並木が両側をおおう約150メートルの参道は、昭和54年に上田市文化財保護条例により市指定記念物に指定された。山に向かって参道を進むと、色あせた木でできた風情漂う門が出迎える。門をくぐった先には国の重要文化財に指定されている三重塔がそびえ立ち、戦国時代から伝わる建築美を間近で楽しむことができた。
　入山料は一般・大学生200円。	2022-11-30
	28	[image: 傷ついた画布のドーム]	傷ついた画布のドーム	　無言館の第二展示館である「傷ついた画布のドーム」「オリーブの読書館」を訪れた。
　ドーム型の天井には画学生のデッサンや下絵が380点余り貼られている。入り口前にある庭には沖縄の磨文仁の丘の石が敷き詰められており、作品が展示されている没画学生も戦時中に踏みしめていたのかもしれないと思うと心を締め付けられた。
　オリーブの読書館には多くの美術関連書籍が壁一面に並んでいて、日差しが差しむ静かな館内で読書を楽しめる。他にも無言館館長の窪島誠一郎さんの著書も閲覧できた。	2022-11-30
	29	[image: 無言館]	無言館	　太平洋戦争などで戦死した画学生の遺作や遺品を展示する、戦没画学生慰霊美術館　無言館。
　今年の24時間テレビのスペシャルドラマの題材にも取り上げられていたため以前から興味があり、今回初めて訪れることができた。
　「自問坂」という大変急な坂道を上った先の、コンクリート造りで静けさに包まれた館内には、画学生が出兵前や戦地にいる間に描いた作品や家族に送った手紙、画材などが展示されている。遺族が語る画学生の人物像や彼らとの思い出とともに作品を眺めることで、彼らが必死に作品に込めた家族や故郷への愛、絵画・彫刻への情熱を受け取れた気がした。	2022-11-30
	30	[image: 【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ]	【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ	　小諸市で蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

[第5弾移動企画シリーズ　民間で始まる蚕糸業ものがたり　【紺屋町ものがたり】　共催　紺屋町区公民館]
令和4年度小諸市市民活動促進事業　補助金活用事業
主催:特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト
後援:小諸市教育委員会/株式会社コミュニティテレビこもろ

[開催内容]
2022年11月3日(木曜日.祝日.文化の日)
13:00　受付開始
13:10-13:25　プロローグ コピーヌクラブ(バイオリンとピアノによる演奏)
13:30-15:00　講演会「蚕糸業とシルク利用の展望」講師:塚田　益裕氏(元　信州大学繊維学部　特任教授)
15:00-16:00　見学会　紺屋町歴史同好会のご案内　
蚕種蔵跡(大正6年3月設立)
平成30年度【小諸ふるさと遺産】山屋物産株式会社・勝俣浩司氏所有

[会場]
	2022-10-17
	31	[image: 松島の海]	松島の海	私はこの春、宮城県から上田に来ました。
写真は夏休みに帰省した時に行った日本三景・松島で撮ったものです。
これから上田市や長野県の魅力的な場所やものをもっとたくさん知っていきたいです。よろしくお願いします！	2022-10-13
	32	[image: スマートシティにおける上田市と千曲市の観光型MaaS・温泉MaaSの可能性]	スマートシティにおける上田市と千曲市の観光型MaaS・温泉MaaSの可能性	1.	はじめに
　この記事は、千曲市戸倉上山田温泉での温泉MaaSの取り組みの調査を行い、その調査をもとに上田市の別所温泉での温泉MaaSの課題と展望を考察していく。そして以上の考察を基に、観光型MaaSや温泉MaaSでの共通した重要となる要因を明らかにする。

2.	スマートシティの定義
そもそもスマートシティとは何かである。まずは、スマートシティの定義を整理することからはじめる。スマートシティとは、IoTやAIなどの最先端技術を活用し、エネルギーや交通網などのインフラを効率化することで生活やサービスの質を向上させた、人が住みやすい都市のことである。スマートシティという言葉の定義は、これまでも様々な機関で定義されている が、国土交通省によると「都市の抱える諸課題に対して、ICT 等の新技術を活用しつつ、マネジ メント	2022-08-11
	33	[image: 上田市観光パンフレット]	上田市観光パンフレット	今回、上田市内を巡るときに入手したパンフレットは4つ。城下町の散策マップや、上田城の案内、さらに上田の旅ルートプランでは上田市内を地域ごと旅するときに観光地やご当地グルメの場所などが掲載されており、コースプランの例などものっているため、旅の計画にも役立つ上田の魅力情報満載である。
　しかし、欲を言うならスマホでも観光パンフレットをみれるような機能があればいいなと思う。パンフレットを出し入れするのも大変(個人的に…)だし、鞄にしまうときに折れ曲がってしまうこともある。スマホ片手に街歩きできれば便利であるなと感じた部分も少なくなかった。

みなさんは紙の観光パンフレット必要だと思いますか？	2022-08-10
	34	[image: 【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり]	【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり	　小諸市で2日間にわたり、小諸の蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

【民間で始まる蚕糸業ものがたり】
主催:特定非営利活動法人　糸のまち・こもろプロジェクト

【講演】
日時:2022年7月2日(土曜日) 10時～16時　
会場:ステラホール(小諸市交流館内)
参加料:500円
講演1:午前10時「シルクの里　純水館ものがたり」～制作秘話～ CTK報道制作部長　後藤 理恵氏
講演2:午後13時30分「小諸の交通と蚕糸業」元長野県立歴史館総合情報課長　宮下 健司氏

【糸のまち・ツアー(着物参加大歓迎)】
日時:2022年7月3日(日曜日)
参加募集:20名(地元会員ガイドがご案内いたします)
集合時間:午後13時30分(ツアー所要時間2時間)
集合場所:荒町　酢久商店駐車場(純水館資料館)前より
荒町商人記録を巡る　渋沢栄一宿泊の家(小山久	2022-06-10
	35	[image: 上田紬×町歩きイベント実行委員会]	上田紬×町歩きイベント実行委員会	上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをするイベントを開催している。

こういった上田紬が現代の日常に溶け込むよう様々な取り組みが数多く行われている。特に若者に向けての着付けのイベントや、上田紬が使われた小物などの販売が多い。若者をターゲットにすることで質の良い紬の良さがSNSなどで広まり、良い宣伝効果になるだろう。しかしまだまだ上田紬の認知度は低い。認知度をあげるには、実際その質の良さや繊細な作りを肌身で感じてもらえることがやはり大きいと考える。ゆえに着付けのイベントは普段味わえないことが楽しめる貴重なイベントだと感じる。また一回きりで終わるのではなく、リピートしてもらうことも大切だ。例えば二度目以降の参加で着付けの料金割	2022-02-09
	36	[image: 上田紬について④]	上田紬について④	上田紬の現在

上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。

○上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link

〇サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/

〇小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614

〇上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをするイベントを開催してい	2022-02-09
	37	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	上田紬の現在
上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。
○現代の上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link
上田紬の魅力をもっと知ってもらうために
サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/
小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614
上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で	2022-02-08
	38	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。
○現代の上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link
上田紬の魅力をもっと知ってもらうために
サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/
小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614
上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをする	2022-02-08
	39	[image: 二幸商店]	二幸商店	別所温泉駅のすぐ近くにあるお店です。お土産の販売や軽食の提供をしています。信州の地酒や上田にまつわるお菓子などが売られており、ここに来ればきっといいお土産と出会えます。
軽食処はカウンター席と温かみのあるいろり風の席があり、おやきや団子、今の時期はおしるこなども楽しめます。	2022-01-26
	40	[image: 小さな竜？]	小さな竜？	北向観音の参道にある小さな竜。実はここから出る温泉は飲むことが出来るんです！訪れたときはあまり出ていませんでしたが、皆さんが行くときには出ているかも？ぜひ見つけてみてください。	2022-01-26
	41	[image: ハレTerrace]	ハレTerrace	北向観音へ向かう道にあるジェラート屋さんです。おいしそうなジェラートがたくさん並んでいて、どれにしようかかなり迷います。今回は紫いもと宇治抹茶を選びました。濃厚でとてもおいしかったです。クレープやタピオカドリンクもありました。街歩きに甘いお供はいかがですか？	2022-01-26
	42	[image: 北向観音]	北向観音	別所温泉駅から温泉街を登っていくと左手に現れる北向観音です。本堂が北を向いているというのは全国的にも珍しいとされています。現世利益を願う北向観音と、未来往生を願う長野市の善光寺の両方に参拝するとさらに良いとされています。
本堂へ向かう道の石畳や和傘が和の雰囲気を醸しだしており、紬で歩けば気分が上がること間違いなしです。	2022-01-26
	43	[image: ルヴァン信州上田店]	ルヴァン信州上田店	天然酵母パンの先駆けとして有名なお店。暖かい色の照明で照らされた店内は、お店というより工房のようで、どことなくホッとするような雰囲気。今回はスコーンをいただきました。ナッツとベリーが入ったシンプルなスコーンでしたが、とてもおいしかったです。おまけにつけていただいたパンも天然酵母ならではの味わいでした。	2021-12-03
	44	[image: 柳町屋]	柳町屋	柳町にある、上田市の名産品を使った商品を開発・販売しているお店。人気商品は、上田産のリンゴ「真田REDアップル」を使用したアップルたまごタルト。パイ生地の味のがあまり強くなく、リンゴのおいしさを感じられるタルトです。	2021-12-03
	45	[image: 柳町]	柳町	市街地に突如として現れる、古風な街並み。北国街道柳町です。歴史を感じる建物が連なるこの通りは実はグルメストリート。どのお店も派手な看板があるわけではありませんが、ゆっくり歩いて、自分で素敵なお店を探し出すのも楽しいかもしれません。	2021-12-03
	46	[image: 上田探検のねらい]	上田探検のねらい	今回は「上田紬」をテーマに街歩きをしました。
上田紬に関わる方々にお話を聞いたり、体験したりすることを通して上田紬の魅力を知り、今後につなげていくためです。	2021-11-16
	47	[image: 大手門公園]	大手門公園	上田城から市役所方面に歩いて約10分のところにある小さな公園です。滝と紅葉が織りなす風景はまるで京都を思わせるような雅な雰囲気が漂わせていました。街歩き一番のお気に入りスポットです。	2021-11-15
	48	[image: 富士アイス]	富士アイス	海野町商店街にある行列の絶えないお店。名物は志゛まん焼き。出来立て熱々の志゛まん焼きはあんこもクリームも薄めの皮にたっぷり詰まっていてとてもおいしいです。1つ80円という安さも魅力の一つ。10個以上買っていく人もいる、言わずと知れた上田の名物です。	2021-11-15
	49	[image: 上田城]	上田城	上田城では紅葉がピークを迎えました。もみじが真っ赤に色づいていてとてもきれいでした。写真は本丸跡で撮影したものです。みなさんもぜひ足を運んでお気に入りの紅葉スポットを探してみてください。	2021-11-15
	50	[image: 甘味処　雪屋Conco]	甘味処　雪屋Conco	天神商店街にある甘味処。落ち着いた雰囲気の木造の店内ではかき氷をはじめとしたスイーツやソフト麺定食などの食事が楽しめます。
今回私が食べたのはチーズ焼ミートです。こんがり焼かれたチーズの下には熱々のミートソーススパゲッティ！トッピングにはブロッコリーかマシュマロが選べますが、おすすめはマシュマロです。焼きマシュマロのやさしい甘みはチーズとの相性抜群です。	2021-11-15
	51	[image: 上田紬を着てみた]	上田紬を着てみた	上田駅前の通りを登ったところにある着物店、ゆたかやさん。ここでは上田紬のレンタルをしているということで、実際に着て上田を散策してみました。
丈夫であるのが特徴ですが、肌触りはそこまでゴワゴワしていませんでした。シンプルなデザインなので少し派手な帯でもしつこくなり過ぎないのがいい感じです。	2021-11-15
	52	[image: 柳町]	柳町		2021-05-20
	53	[image: 手芸のアオシマ]	手芸のアオシマ	観光地、という訳では無いがイチオシしておきたいお店。
寂れてきてしまっている商店街の中でパッと見同じように寂れて見えるが、中は夥しい数のボタンで埋め尽くされており圧倒される。映える写真も撮れるし店長も優しい	2021-05-06
	54	[image: 矢立池の石碑]	矢立池の石碑	地元の人間でさえあまり知らない石碑。市立中学の敷地際に立っているもので、その昔存在していた池の跡地であることを示している。池の名前は矢立池であり、かの源頼朝が矢を突き立てた事で水が湧き出たという伝説が残されている。	2021-05-06
	55	[image: 呈蓮寺]	呈蓮寺	浄土宗のお寺。もともとは太郎山のふもと付近にあったが、参詣者に不便な地ということから1433年に現在地に移転した。
車での移動では見つけられないような大通りから離れたところにあった。この周辺を歩いてこそ見つけることのできた場所。緑が多く風が気持ちいい。大通りから離れた場所にあるため静かでとても落ち着く。	2021-05-05
	56	[image: 本当に緑色　緑橋]	本当に緑色　緑橋	　上田原の合戦の地は、今は県営球場や小学校になっている。辺りを散策していると何やら緑色で塗られた橋が。
　その名も緑橋。住宅街から産川を渡り小学校に行くためにかかっている橋で、ペンキでベタベタに塗られている。渡ってみると鉄板の音が心地よく何か懐かしい気持ちになる。自然の中にケミカルな人工物、異質な感じが面白い。
　筆者は上田市立川辺小学校の卒業生なのでよくこの橋を渡っていた。学校の始まりと終わりにいつもわたるこの橋は、行くときは嫌で帰るときはウキウキだった。	2021-05-05
	57	[image: 保野の市神]	保野の市神	今回の街歩きで初めて発見したが、上田に住んで以来の疑問を解決できる発端になった。保野という地域では、昔に市場が開かれておりその市場ががあった跡である。市神とは市場が安全に開かれるために見守る神様のことである。夏場にこの地域にお神輿があるが、地域の伝統的なお祭りが開かれていることに関連していると思った。	2021-05-03
	58	[image: 第3回街歩きまとめ]	第3回街歩きまとめ	当初の予定であった信濃国分寺は時間の都合で行くことが出来なかったが、訪れた場所は綺麗なところが多かった。今回は寺や神社が大半を占めてしまったが、前回も訪ねたお寺とともに街中に位置しているものの紅葉が綺麗な場所が多いなと感じた。	2020-11-17
	59	[image: 街歩き]	街歩き	こんなところに階段があったので下に降りてみようと思った。	2020-07-14
	60	[image: 凛々しい表情の上田天満宮]	凛々しい表情の上田天満宮	アリオ上田店周辺の道を歩いていると横から、筧　十蔵像からの視線を感じました。街歩きの途中で歴史を感じることができます。菅原道真公がご祭神として奉られていて、本尊は菅原道真公の座像で江戸中期の作といわれている、、、	2020-07-13
	61	[image: 街歩き]	街歩き	早朝4時の生島足島神社。
人気も無く静謐な雰囲気を味わうことができた。
早起きは三文の徳というやつだ。	2020-06-01
	62	[image: 下之郷駅]	下之郷駅	上田電鉄別所線の有人駅。

2020年5月時点台風の影響で電車が通っているのは城下駅～別所温泉駅までですが（上田駅城下駅間はバスで中継しています）、ちょうど中間地点に存在する駅です。
有人駅は上田駅と別所温泉駅と当駅のみですので、各種運賃券の購入の際には知っておくと便利です。

駅を背にして右側には生島足島神社があります。駅ホームも神社を思わせるデザインの外装となっているんだとよく車内から見てはいましたが、駅に赴いてはじめて気付きました。	2020-05-25
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